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＜病棟連絡事項＞
	

	


・印刷機が直ったそうです。

・11/3　モーニングミーティングはありません。　

＜入室状況＞
【入院】
・佐藤　暹様～東Cユニット5号室

【部屋移動】
・下浅　光敬様～東Aユニット11号室　→　東Aユニット10号室
・夏井　サツ様～東Cユニット5号室　→　東Cユニット6号室
・水越　テル様～東Cユニット5号室　→　東合併症室

＜患者様連絡事項＞
・小栗　健太郎様～希望にてレストラン→台車。食事を戻してほしいと訴え、栄養士よ
りハーフ→常食へ変更。

・中村　豊様～朝のみパン食へ変更。

・中村　豊様～台車→レストラン。

・舩場　みこ様～昨日夕食から常食になっていたが、米が固いと話したり、エネプ
ロゼリーは甘いと訴え。栄養士より明日昼・夕に豆の富お試しで出
すこととなる。

・山本　嗣教様～乏尿あり。主治医不在のため小柳Drへ報告、点滴2本、2日分
処方。

・水越　テル様～38.0℃台の発熱あり。本日夕～レボフロキサシン内服開始（腎機
能低下あり、初日500mg、以降250mg）。11/3　尿一般、11/4　採血
（至急）指示。

・泉山　紀子様～11/4　14：15までに来院する事として、麻美レディースクリニ
ック職員付き添いで受診。受診料金（1万円）と保険証は11/4　朝
小野弁護士事務所職員が届ける予定。受診料金の預かり証がほし
いと要求あり、当院手作りで良いと話すため作成、職員きたら対応
を。入院証明書発行済。

・松村　真衣様～臨時薬オランザピン増薬、ビベリデン減薬となり2日分処方。

・安達　貴浩様～不穏時　ロラゼパム10回分処方。

・小澤　和子様～不眠時　ブロチゾラム7回分処方。

・丹内　栄子様～便秘時　センナリド3回分、不眠時　ブロチゾラム3回分処方。

・舩場　みこ様～掻痒感あり、オイラックスクリーム5本処方。

・夏井　サツ様～不眠時　マイスリー5回分処方。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開錠すると自室から飛び出し他室侵入、他者の私物弄りを繰り返し自制困難なため早めに開放観察を終了している。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～時間隔離中。6：00～20：00開放観察実施。妄想発言や洗面台での隠れ飲水行為無く穏やか。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・松村　真衣様～終日隔離中。10：00～16：00と開放観察拡大となる。10:00～16:00で開放観察指示あるが13：00頃から他患者様の私物を弄っておりスタッフ制止にも自制できないため14：00時間を早めて開放観察を終了している。その後自室の便器に靴を詰め込み溢れさせているため清掃を行っている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞
・矢羽々　栄三郎様～体温37.8～38.3℃クーリング施行。血圧や酸素飽和濃度の低下はなし。自尿なく腹満、緊満圧痛あり。膀胱留置カテーテル挿入指示あり施行。血尿、膿状のもの500ml流出あり。昼食前血糖値500mg/dl。血尿、血糖コントロール不良にてインスリン（スライディングスケール）と止血剤、点滴内容変更し指示あり。

・山本　嗣教様～むせ込みあり嚥下困難。尿量も少なく、小柳Drへ報告点滴2本指示にて施行。酸素飽和濃度88％と低下。適宜、吸引にて酸素飽和濃度90％前半にて経過。

＜深澤Dr診察情報＞
・矢羽々　栄三郎様～血糖コントロール不良、本日夕～インシュリンスライディ
ング開始、ヒューマリンRミリオペン1本処方。
トラゾドン、ニセルゴリン11/3～中止。バルサルタン継続、7日分
処方。点滴はラクテック+アドナ→ビーフリードへ変更、2本/日、
11/9まで処方。
妻様へ架電、主治医指示もあり現在の状況と治療内容伝える。緊急
時は平和病院が受け入れ困難なら八戸市立市民病院を希望。
連絡先に②妻携帯③仙台在住の娘追加。

・中村　豊様～臨時薬同内容で7日分処方。

・藤井　崇史様～臨時薬同内容で7日分処方。

・澤口　利香様～臨時薬本人希望もあり、vdsロゼレム以外中止となり他同内容で
7日分処方。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和4年11月2日(水) 9：47
氏　　名：佐藤　暹（さとう　すすむ）様
生年月日：昭和10年1月1日(87歳)
病　　名：妄想性障害、アルツハイマー型認知症
性　　別：男性
主 治 医：深澤Dr
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東Cユニット5号室

＜経過＞
　幻聴や心気的訴えと家人の疲弊感がある事から当院入院歴
1回あり（R3.6.25～R4.9.24）。
　当院退院後は、ちょうじゃ様の森へ入所しながら当院外来
へ通院していた。
　施設内では心気的訴えが増え臥床傾向に経過。幻聴の再燃
はないが不眠出現して、理解判断力や記銘力低下に伴い徐々に
日課の自立に支障をきたす状態となり施設対応困難あり、精神
症状や行動心理症状の軽減目的にてR4.11.2　東Cユニット
[bookmark: _GoBack]へ2回目の医療保護入院となる。

【緊急時】救急搬送
【CS】B　下着家族洗濯
【義歯】なし
【他科受診、持参薬】なし
【ワクチン】ｺﾛﾅ4回済（R4.9頃）、オミクロン株対応希望。
インフル→希望、接種券届いたら持参依頼済
【退院支援】ケアマネ三八　タバタ氏　TEL：070-1263-4974
ちょうじゃ様の宿退所。新しく認知症対応型施設を探していく、入院時ｹｱﾏﾈと相談するように伝えている
【携帯電話】許可
